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第337回千葉医学会例会(臨床)
〈昭和 31年 6月 30日 於千葉大学医学部附胃病院屋階講堂〉 
1. 低周直角脈波によ答案痛及び神経筋麻揮
の治療経験
杉村修一，中田秀明，小幡 裕
志村昭光，JfI口新一郎，渡辺誠介
武井義夫，池田 昭，池田充志
岡紀美子，大探信義，菊地正巳
桜井英雄，素木正夫，篠塚正樹
菅沢敏夫，高橋和夫，田口 弘
高橋昌久，塚崎淵治，戸時茂男
村上秀選，岡安謹之助， (第一内科〉
-我々は小見川中央病院開設以来，低周直角脈波を
臨床に応用して，合計590名の患者の治療を行って
きた。
疹痛を主訴とする患者に対しては，通流第3作用
に従って陰極通電を行った結果，腰痛・筋痛・神経
痛等には著効をみたが，高血圧に起因する肩探り，
病理学的安化を伴った関節炎等に対する効果は，こ
れより精劣る様に恩われた。
末梢神経麻揮には陽極通電を患部に，中枢神経麻
癖には脊髄通電を施行した。本法に依れば治癒経過
を短縮せしめ得るしまた， 10数回の通電後，初め
て効果を現わす症例も少くないので， 2，3回の治療
結果のみで通電を中止すべきではない。
その他凍傷，特発性脱痘，健鞘炎，白癖等に対し
ても著しい効果をみた。
以上要するに適応症例を選べば木法に依る軽快率
は非常に高いものである。 
観た忍各種血清反応の1血竣蛋白像.1=2. 
臨床的研究
小藤田和郎，横川 稔，田辺邦彦
岩月辰男，上野正和，平野光治
影山乾ー，池上晴介，萩君和
和田豊治，越川 将，大竹次郎
犬森喜久，菊地勇，外村治駿
田島一彦，永山之，中島忠
野際英雄，橋爪 恵，長谷川千年
宮山佳久，村尾 正， (第一内科〉
我々は主として肝胆道疾患に於て各種血清反応
〈血、清高田反応，塩化コパノレト反応，塩化カドミウ
ム反応，ウエノレトマ y反応，硫酸カドミウム反応〉
及びチゼ Pウス電気泳動法による血衆蛋自分屑の測
定を行い両者を比較検討した。
各種血、清反応は各疾患群により陽性率を異にする
が，高田反応，コバルト反応は肝疾患、院比較的陽性
、。L率が高<，塩化カドミウム反応は之に反して低 
ウエノレトマシ反応，硫酸カドミウム反応は各疾患群
での差は僅少と思われる。各血清反応と血援蛋自分
屑との比較では，高田反応では陽性例に Alb.の低
下， ')'-gl.の上昇を認め， コバルト反応にては Alb. 
-y-gl.の低下， γ"gl.の上昇がみられ，殊にコパノレト
反応の陽性度と γ-gl.の上昇とは +0.70の相関を示
した。硫酸カドミウム陽性例では Alb，γ-gl.の低下
ル及び P・gl.の上昇を認め，ウエノレトマン反応は各
分屑の愛動に差を認め難く，硫酸カドミウム反応陽
性群に Alb.の低下及び各 gl.分屑の上昇を認めた。
更に疾病の経過に於ても各分暦の愛動に応じて血清
反応も陰性又は陽性となることが認められた。 
3. 胃腸X線診断の再検討
角田富雄，白壁鷲夫，伊藤進
熊倉賢二，小山隆一郎，佐藤忠夫
松田正久，大橋平治，大久保昭人
中野繰「北川浩正，黒田良智
久保ナミ子，小林弘美，八代孝之
山中克巳，谷内 広，八巻幸弐
山口七蔵，安原英二湯浅直巳
吉沢 周i渡辺泰男， (第一内科〉 
X線診断にとって，粘膜病愛の診断は盲点で，診
断能の外にある様に忠われている。また胃潰蕩ニ y
シエに対しても， Haudek 1910年以来， 新しい異
った観点から，考察されたこともなく，ェ γシエと
標本の大きさの不一致も，解決されていなし、。そこ
で質的診断の面からみて，どれ位病~外観の描出が
出来るか，またX線診断の限界を極.めんとして， 
1. 胃X線検査を行った 1300例のうち，反覆検
査を繰返した 134例の手術例から， 20例の醸悶性胃
炎を得，また腸X線検査を行った 400例のうち， 60 
例の手術例から， 2例の盲腸醸鰯を得， びらんもま
たX線的に診断し得る可能性あることを実証した。
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2~ 胃X線検査を行った 1300例のうちの 62例の
胃切除例を検討し，潰療の質的診断は，潰:蕩形に向
けられるべきで，前記ニツジエと標本の不一致は， 
潰場形と胃回転が主因であることを確証した。さら
に，このことは治療によるニツシエの経過観察に，
特に重要となるもの?であることも証明した。
4. 各種利尿剤の水利尿に及ぼす影響にヨいて
三輪清三，東条静夫，宇井 清
江畑耕作， ~I中山 肇，島岡恒男
三沢欣也，大森正堆，美島俊二
中野邦一郎，広瀬賢次，小高四郎
小守重徳，高橋龍嗣，津村澄雄
寺田 武，手代木犠八，長田 信
中山 繁，藤原秀人，藤田一郎
星野英一，細野 茂，丸山保雄
前田 馨，三撮寿ー郎，加藤専一
菅能庸一，小倉光一， (第一内科〉
当内科入院中の主として心，腎，高血圧性疾患を
対象とし，各種利尿剤の水利尿に及ぼす影響を検討
した。即ち一定期間食塩制限の後， 先ず Volhaud 
の稀釈及び濃縮力試験を行い，短期間再び同試験を
施行し，この際水負荷と同時に高張糖液，水銀利尿 
剤，メラニシ製剤，テオフイ!1y:製剤及びダイアモ 
y グスを併用し，両試験の尿量及び尿中 cl.K.N a 
を測定し，比較検討した。その成績によれば高張糖 
液及びメラェ y製剤を除く，利尿剤は水利尿を増張
し，更にその固有の電解質排准作用を発揮する事を
明らかにした。 
5. 腎機能に関すQ研究特に水利尿にヨいて
三輪清三，東条静夫，狩野歳司
宇井 清，江畑耕作，永峰文治
杉山甲子造，沖山 欝，鈴木徳雄
島岡恒男，足立公代，小川欽一
関 克巳〆徳弘英生，越川一男
鹿間敏夫，山崎昇，中林主主
渡辺国太郎，中村典男，松永 幹
野口吾郎，倉持邦雄，遠山寅雄
吉野満，安井成美，岡本修
越後貫道子，及川 貞，刑部逸平
枠田光一，中島博太郎，中安譲二郎
成田亘，
内科的諸疾患(心，腎疾患及び糖尿病等〉を対象
として，それ等疾患の様相を水分並ひ守に電解質代謝 
の面より解明する目的で， 次の如き研究を企図し
た。即ち水負荷並びにこれら各種平IJ尿剤及び、ホルモ
y製剤を併用じた際の，血按並びに尿の各成分の~
動を遂時的に追究し，一方，体液構成(細胞外液，
循環血費量，血竣蛋白像及び電解質等〉並びに諸種
腎機能検査及び副腎皮質機能検査を併せ施行して， 
これ等が水利尿の発現に如何に関与するかを検討し
た。 
6. 同一対象の毎月検便に於け.i)Shigella， 
Arizona，Bethesda占 allerup検索成績
師尾武，鈴木和夫，杉村修一
中田秀明，鈴木一郎，松本清一
高相豊太郎，山田‘達哉，小沢栄吉
大河内武，大田垣豊穂，尾林秀春
中村卓二，中島正男，丹羽 元
野未権徳，野島 清，加藤栄三郎
石川 渉， (第一内科〉
昭和 30年 5月より 10月迄，成人 62例について，
毎月 1回の検便により， Shigella，Arizoua，Bet-
hesda・Bal1erupの検索を行った。延 358回の培養
により Shigella4株， Arizona 11株， Bethesda 
49株， Ballerup 7株を検出した。 62例中 31例が
1回以上 Bethesdaを検出した。 Arizona10例， 
Ballerup 7例， Shigel1a 4例である。まーた 8例に
Bethesda叉は Arizonaの，連続検出例が見られ
た。これらの菌は定着菌となることがあると考え
る。分離菌の性状は Kaufmannの記載と大部分が
一致した。 
7. 抗結核剤の甲状腺機能に及ぼす影響に

。いて

角田富雄，上野高次，田中由宜
伊藤良昭，秋葉藤一，有国文章
佐藤実，砂金美和，中島哲二
川口 光，野上英高，新井利男
加倉井登，秋田 茂，中島忠一
前田裕，近藤審，永瀬敏行
目々沢俊夫，小林正秀，境 好雄
斎藤昌久，高橋富幸，竹中 昇
手接恒彦，豊島正道，保坂栄治
山下三郎， (第一内科〉
結核を主とせる 60例の患者に， 同薬物の甲状腺
に及ぼす影響を， p31甲状腺摂取率， 1131転換率，
P.B.1. B.M. R.等により検討を加えた。 1週間
